













す。現在、婦人国際平和自由連盟（Women’s International League for Peace and Freedom 
――WILPF）という NGO の国際会長も務めています。WILPF は、第一次世界大戦を止めるた
めに、1915 年、参政権を持たなかった女性たちがヨーロッパを中心に立ち上がり設立した




























































































































































WILPF は、安保理決議 1325 号を中心として国連では何が行われているのか、世界各地で
どういう運動があるのかという情報を集めて、ウェブサイトで紹介しています。Peace Women 
Projectという WILPFのプロジェクトが行っている活動です。 
紛争下の性暴力の問題について取り組む上で重要なもう一つの点は、「不処罰」です。こ
れは、紛争下の性暴力が続いてきた一つの要因として、これが罪として認定されず、また、
それが罰せられなければならないこととして認められてこなかったことを指します。この
ことに関して、1990 年代以降、人権、戦争犯罪、平和安全保障の分野において、武力紛争
下の性暴力は罰せなければならないという規範が形成されてきました。規範が形成された
から全てが解決するというわけではなく、なかなか解決されないからこそグローバル・サ
ミットのような会議が開かれるのですが、罰せなければいけないという共通認識が生まれ
たことは成果です。 
 
紛争と軍隊 
しかし、それでは紛争下の性暴力に関しては、紛争だけに目を向けておけばいいのでし
ょうか。長期駐留外国軍隊の問題に取り組んできた経験から、私は紛争下の性暴力を取り
組んでいるだけでは問題は解決しないのではないかと考えています。紛争の問題だけでは
なくて、軍隊の問題なのではないかということです。駐留軍だけではなく、国連の平和維
持部隊（PKO）による性暴力の問題に接しても、そのような認識を強く持つようになりまし
た。これは国連内でも大きな問題になっています。 
遡れば、1990 年代に旧ユーゴの内戦の後にも、組織的な性暴力、強制売春、人身売買も
含めた性暴力が PKO要員によって行われました。現在、WILPFの事務局長を務めているマデ
レーン・リーズというイギリス人の弁護士は、1990 年代半ばに紛争終結後のボスニアで国
連人権高等弁務官事務所のジェンダー・ユニットのチーフとして赴任しました。そこで、
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アメリカ人の文民警察官とともに、PKO要員が組織的な性暴力に関わっていたり、あるいは
当事者であったことを突き止め、これを訴追しようと国連に働きかけました。結局、PKO要
員に与えられていた外交特権のため、彼らを訴追できませんでした。リーズは失望して国
連を去り、NGO で働き始めました。そういう一連の出来事について、『トゥルース
（’Whistleblower’、内部告発者）』という映画で描かれています。最近の事例では、中
央アフリカ共和国やハイチで同様な事件があります。潘基文国連事務総長は、国連はこの
ような行為を許さない（zero tolerance）と既に数年間にわたって主張してきましたが、
現実には PKOによる性暴力は現在も続いています。このような有様に直面すると、PKOは一
体何を目的に現地に派兵されているのかと考えざるをえません。PKOというのは、安保理で
承認された後に、加盟国政府が自国の兵士を派遣します。これらの兵士は基本的には正規
軍のトレーニングしか受けていません。そのことと紛争と性暴力は関連するのではないで
しょうか。また、紛争下の性暴力は、非常に残虐なケースについて報道されることが多く、
ややもすると、戦争という「極限状態」でこのようなことが起こってもしょうがないと考
えられることがあります。しかし、現実には紛争下だけではなく、実戦に配備される訓練
をしている軍隊がいる地域でも性暴力が数多く起こっています。 
沖縄のケースは時々目にされると思いますが、戦後 70年以上も沖縄に米軍が駐留してい
て、その間ずっと性暴力が続いています。米軍は韓国やフィリピンにも長年駐留していま
すが、基地の周りの性売買も含めて、これらの駐留地域でも兵士による性暴力が続いてい
ます。米軍が世界で一番多く展開しているため、数としては一番多く目にしますが、その
他にも、例えばケニアでは長期駐留している英国軍による性暴力などの報告もあります。
性暴力は紛争だけではなく、軍隊あるいは軍事的な組織に内在する問題ということに着眼
しなければならないことを、運動に関わりながら考えています。 
 
最後に 
そのような点から、みなさんに問いを投げかけたいと思います。紛争下の性暴力の問題
を考えるときに、紛争だけが問題なのでしょうか。紛争に注目しているだけでは見えない
ことがあるのではないだろうか。どうすれば根本的に防止できるだろうか。みなさんにも
考えてほしいと思います。 
今日はどうもありがとうございました。 
